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交
通
マ
ナ
ー
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
語
わ
れ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
は
、

ま
す
。4
月
1
日
よ
り
六
歳
未
満
児
の
自
動
車
乗
用
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
着
用
率
の
低
さ
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

め
安
全
運
転
を

ωが
け
ま
し
ょ
う
。

玉
川
村
の
昨
年
の
交
通
事
故
発

生
件
数
を
見
る
と
、
発
生
件
数
は

必
件
、
負
傷
者
団
名
、
死
者
2
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
発
す
る
事
故
か
ら
私
た
ち
を

守
る
シ

l
ト
ベ
ル
ト
の
必
要
性
を

も
う
一
度
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

衝
突
力
は
ビ
ル
か
ら
の

落
下
と
同
じ

人
聞
が
自
分
の
手
と
足
で
支
え

ら
れ
る
衝
撃
は
、
お
よ
そ
時
速
均

キ
ロ
ま
で
で
す
。

通
常
の
走
行
速
度
で
は
か
な
り

強
い
衝
撃
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

時
速

ωキ
ロ
で
走
っ
て
い
る
車
が

壁
に
ぶ
つ
か
っ

た
と
す
る
と
、
そ

の
衝
撃
は
高
さ
約
は
メ
ー
ト
ル

(
ピ
ル
の
4
階
)
か
ら
落
ち
た
と
き

と
同
じ
で
す
。

正
し
い
運
転
姿
勢
で

事
故
防
止

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
衝
撃
の
勢

事
故
時
致
死
率

九
分
の
一
に

資
料
に
よ
る
と
自
動
車
乗
車
中

の
交
通
事
故
で
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
着
用
し
て
い
た
子
ど
も
の

致
死
率
は
、
着
用
し
て
な
か
っ
た

場
合
に
比
べ
、
九
分
の

一
、
重
傷

率
で
は
約
三
分
の

一
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

た
と
え
子
ど
も
が
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
i
ト
を
嫌
が
っ
た
と
し
て
も
、

万
一
の
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
の
は
大
人
の
役
割
で
す
。

小
さ
い
と
き
か
ら
慣
れ
さ
せ
、
必

要
性
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
運
転

5
月
初
日
現
在
、
今
年
の
村

内
で
起
き
た
交
通
事
故
は
日
件

起
き
て
お
り
ま
す
。

原
因
は
わ
き
見
、
周
囲
の
安
全

不
確
認
な
ど

一
瞬
の
油
断
や
気
の

ゆ
る
み
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
と
も
に
気
を

引
き
締
め
、
交
通
ル

l
ル
を
し
っ

か
り
守
っ
て
安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
、
っ
。

着
用
意
識
を
高

い
で
身
体
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に

激
突
し
た
り
、

車
外
に
飛
び
出
し

た
り
す
る
被
害
を
小
さ
く
し
ま
す
。

ま
た
、
正
し
い
運
転
姿
勢
を
保

つ
こ
と
で
視
界
が
広
が
り
、
安
全

運
転
で
き
る
な
ど
事
故
防
止
効
果

も
あ
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
あ
っ
て
の

工
ア
バ
ッ
ク

車
に
エ
ア
パ

ッ
ク
が
装
備
さ
れ

て
い
て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。
エ

ア
パ
ッ
ク
は
、
シ
i
ト
ベ
ル
ト
が

正
し
く
着
用
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

そ
の
効
力
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

乗
る
人
全
員
が

必
ず
着
用

福
島
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

の
「
交
通
事
故
の
あ
ら
ま
し
」
に
よ

る
と
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
の

う
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
な
か

っ
た
人
は
お
よ
そ
臼
・

7
%
に
の
ぼ
り
、
そ
の
中
に
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
助
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
事
故
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

自
動
車
に
乗
る
時
は
、
運
転
席
、

助
手
席
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
後
部

シ
1
ト
に
乗
る
方
も
き
ち
ん
と
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

抱
っ
こ
で
は

支
え
き
れ
な
い

4
月
か
ら
6
歳
未
満
の
子
ど
も

を
自
動
車
に
乗
せ
る
時
に
は
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト
の
養
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
な
お
走
行
中
に
助

手
席
で
子
ど
も
を
抱
っ
こ
し
て
い

る
お
母
さ
ん
を
日
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
も
し
衝

突
事
故
が
起
き
た
ら
、
わ
が
子
を

抱
き
し
め
て
守
る
こ
と
が
で
き
る

車が30キロメートルで衝突した場合、抱いている吾供には体重の約30倍の刀が加わります。人間の手では吏えられません
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ロキE活体

卜

L

一

ま

剤

、一

一句

1

周

械
城

島
畠

~
η

肱

峨
川
町

@
 

。 幼児用シート

10ヵ月児から4絞
くらいまで、
体重9キロ~
18キロ以下}t!

。 乳児用シート
(ベッドタイプなど)

新生児から10ヵYJ児
くらいまで、 f本i!i:
10キロ米i(.i!j}日
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で
し
ょ
、
っ
か
。

時
速
刊
j
印
キ
ロ
で
衝
突
す
る

と
き
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
子

ど
も
を
抱
く
お
母
さ
ん
の
腕
に
は
、

子
ど
も
の
体
重
の
約
ぬ
倍
も
の
力

が

一
気
に
か
か
り
ま
す
。
大
人
と

い
え
ど
も
支
え
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

抱
っ
こ
す
る
お
母
さ
ん
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
い
と
、
お

母
さ
ん
の
体
が
子
ど
も
を
押
し
つ

ぶ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
大
人
が
着
用
さ

せ
れ
ば
安
心
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
人
用
の
も
の
は
体

格
に
合
わ
ず
、
き
ち
ん
と
支
え
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
の
ど
や
お
な
か

を
圧
迫
し
、
か
え
っ
て
危
険
な
の

で
す
。

大人がシートベルトをして膝にミ子どもを抱き、助
手席に座っている。そのとき、クルマが正面衝突

吾どもは大人の手を離れ、ダッシュボードに激し
く衝突

チャイ7bドシートの取り付け方
チャイルドシートの使用方法は、裂【日1や取り付けるIJI援によって異なる場合がありますc取付説明言jを参考に正しく取り 付けまし ょう。

固定金具の取り付け方 @上部に手をかけ、前後左右に揺らして、
ガタつきやス.レがないかをチェックする

@体重をかけてチTイルドシートを押しつけて
シートベルトを通し、パックルでしっかり止める

※固定金呉がある場合{手

。すき簡ができないように座席に押しつけ、
シートベルトによじれがないかを確認する

3 
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書室成I鮮度

-
退
職
分
団
長

。
川
辺
分
団

。
蒜
生
分
団

矢

吹

賢

治

曲

山

峰

男

平成12年6月広報たまかわ

玉
川
消
防
団
(
関
根
秀
勝
団
長
)
恒
例
の
平
成
ロ
年
度
春
季
検
閲
式
が

6
月
什
巴
(
巴
)
泉
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
団
員
、
婦
人
消
防
隊
昌
一
、

関
係
者
測
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
団
員
は
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

士
気
高
ら
か
に
検
閲
式

検
問
式
は
、
日
の
分
団
と
婦
人

消
防
隊
が
整
列
し
、
検
閲
式
を
行

い
ま
し
た
。

検
関
式
の
内
容
は
、
殉
職
消
防

団
員
の
御
霊
に
黙
と
う
を
行
い
、

団
長
か
ら
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば

の
奉
読
が
あ
り
、
そ
の
後
統
監
の

車
田
村
長
に
対
し
、
団
長
か
ら
出

動
人
員
並
び
に
車
両
報
告
が
な
さ

退職分団長へ感謝状が手渡される

0

小
高
分
間

o
中
分
団

0

岩
法
寺
分
団

o
竜
崎
分
団

。
南
須
釜
分
図

。
北
須
釜
分
団

o
吉
分
団

0

山
小
屋
分
図

。
悶
辻
分
団

-
一
般
協
力
者

(
防
火
水
槽
用
地
協
力
者
)

o
双

里

政

博

0

阿

部

重

房

o
石

森

栄

吉

o
近

内

道

夫

o
飯

島

カ
ツ
エ

関石森鈴松小吉大車

根森 木田林田木田

秀清正友和信

勲雄幸浩勇晴正彦彦

玉川村消防団新体制でスタート

平成12年度から4年間、玉川村消防団は次の体制
でスタートします。

よろしくお願い致します。
団 長関根秀勝(小高)

副団長阿部金四郎(高須釜)

麗包長我妻徳雄(山小屋)

訓練部長円谷 久(南須釜)・車田 信彦(JJ¥高)

れ
、
次
に
統
監
の
訓
示
が
あ
り
ま

し
た
。
訓
示
は
「
消
防
団
の
使
命
は
村

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
、

地
域
安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
最
近
、
各
地
で
火
災

が
多
発
し
て
い
る
の
で
、
予
防
消

防
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
叫
年

村

の

火

災

件

数

平
成
日
年
の
、
玉
川
村
に
発
生

し
た
火
災
は

8
件
で
内
訳
は
、
建

物
火
災
が
2
件
、
林
野
火
災
2
件、

車
両
火
災
2
件
、
そ
の
他
の
火
災

(
枯
れ
草
の
焼
失
)
2
件
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

損
害
額
を
見
る
と
、
合
計
が

5
，

8
0
万
7
千
円
で
建
物
の
損
害
が

3
，

9

1
万
6
千
円
、
林
野
の
損

害
2

1
万
6
千
円
、
車
両
が

I
，

6
7
万
5
千
円
で
そ
の
他
の
損
害

は
枯
れ
草
焼
失
の
た
め
、
ゼ
ロ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

火
災
原
因
で
多
い
の
は
、
た
き

火
等
の
不
始
末
が
3
件
、
た
ば
h

」、

こ
ん
ろ
、
放
火
、
煙
突
の
不
備
、

そ
の
他
な
ど
各
1
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

前
佐
久
間
団
長
等
に

感
謝
状
り

検
閲
式
で
は
関
根
団
長
か
ら
前

佐
久
間
団
長
や
前
大
野
婦
人
消
防

隊
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、
防
火
優
良
家
庭
に
表
彰

状
が
退
職
分
団
長
と
防
火
水
槽
用

地
協
力
者
の
方
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。受
賞
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

4 

団
長
表
彰

防

火

優

良

家

庭

o 0 000  
小蒜川

ウウ

高生辺

。

中

塩石近草円小高車大小角溝添商矢坂

田森内野谷原坂田竹針田井田山部本

真秀道直 明光武 常文忠 霊辰茂
，c，、

一雄夫一久昭憲、実信美弥吉昇夫弥明

団
長
感
謝
状

退

職

回

-家の周りに燃えやすい物を置かない

・寝たばこやたばこの投げ捨てをしない

・揚げ物をするときは、その場を離れない

・風の強いときは、たき火をしない

・子どもには、マッチやライターで遊ばせない

・電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない

・ストーブには、燃えやすい物を近づけない

長

-
退
職
団
長

。
前
玉
川
村
消
防
団
長
佐

久

間

安

直

・
退
任
婦
人
消
防
隊
長

。
前
玉
川
村
婦
人
消
防
団
長

大
野
ナ
ヲ
エ

O

タ

o
岩

法

寺

o
岩

崎

O

ク

。

南

須

釜

0

0

 

0

北

須

釜

0

士
口

0

山

小

屋

o
四
辻
新
田

最後までJあなたの責任

統一標語

f火をつけた

。火の用心7つのポイント

須賀川地方広域消防組合

民
U
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4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

広報たまかわ

5
月
M
日
現
在
ま
で
に
、
介
護

保
険
の
申
請
が
な
さ
れ
た
方
々
は

凶
名
で
、
要
支
援
・
要
介
護
者
に

判
定
さ
れ
た
方
が
山
名
で
す
。

内
訳
は
、
要
支
援
お
名
、
要
介

護
1

お
名
、
要
介
護
2

m

名、

要
介
護
3

ロ
名
、
要
介
護
4

M
名
、
要
介
護

5
m名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
所
玉
川
ふ
れ
あ もま

い
セ
ン
タ
ー
の
資
料
4
月
分
を
参

照
し
ま
す
と
、
訪
問
介
護
の
利
用

者
は
お
名
で
、
身
体
介
護
利
用
回

数
は
制
問
、
家
事
援
助
は
日
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
介
護
の
給
付
総
額
は
、

1

1
1
万
4
千
9
6
0
円
、
保
険
請

求
額
は
、

1
0
0
万
3
千
4
6
4

円
、
自
己
負
担
は
、

5
万
7
千
4

2
2
円
で
、
公
費
請
求
額
は
、
5

万
4
千
0
7
4
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
通
所
介
護
の
利
用
者
は
日
名

で
、
通
所
介
護
回
数
は
1
千
2
5

4
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

通
所
介
護
の
給
付
総
額
は
、

1

8
3
万
3
千
4
0
0
円
、
保
険
請

求
額
は
、

1
6
5
万
0
6
0
円、

自
己
負
担
は
、

1
8
万
3
千
3
4

0
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
の
合
計

給
付
総
額
は
2
9
4
万
8
千
3
6

0
円
で
保
険
請
求
額
は

2
6
5
万

3
千
5
2
4
円
で
、
自
己
負
担
は
、

2
4
万
7
6
2
円
、
公
費
請
求
額

は、

5
万
4
千
0
7
4
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

歯
を
も
っ
と
大
切
に

6
月
4
日
か
ら

歯
の
衛
生
週
間

6
月
4
日
か
ら
凶
日
ま
で
は

「
歯
の
衛
生
週
間
」
で
す
。

本
年
度
の
テ
l
マ
は
「
め
、
ざ
そ

う

よ

家

族

全

員

き

れ

い

な

歯
」
。
歯
の
衛
生
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
普
及
・
啓
発
し
な
が

ら
、
歯
科
疾
患
の
予
防
に
関
す
る

適
切
な
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
早
期
発
見
・
治
療
を
徹

底
し
、
歯
の
寿
命
を
伸
ば
し
、
県

民
の
健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

平成12年6月広報たまかわ

重
点
目
標
に
は
、
「
地
域
に
根

ざ
し
た

8
0
2
0
運
動
の
展
開
」

を
掲
げ
、
地
域
の
特
色
を
踏
ま
え

な
が
ら
、

8
0
2
0
運
動
の
実
践

的
な
展
開
を
図
り
、
生
涯
を
通
じ

た
歯
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

平
成
ロ
年
度
第
1
回
「
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
4

月
お
日
(
金
)
に
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
矢
部
美
来
ち
ゃ
ん
他

8
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

矢部美来ちゃん

(岩法寺・宗)

真野目{脅吾ちゃん

(南須蓑・芳雄)

児童手当制度が改正されます
支給対象が義務教育就学前まで拡大されます

平成12年6月1己から児童手当は制度が改正され、次のようになります。

石井智大くん

(竜崎・喜義)

小針育希奈ちゃん

( 中 -仁一)

鈴木真人くん

(北須釜-小百合)

大木尭彦くん

( 中 -和彦)

須釜枝美ちゃん

義務教育就学前

( 6歳到達後最初の年度末)

※平成 6年4月2司以後に生まれた児童

第 1子 ・第 2

第 3子以降

5，OOOPJ 
10，000円

5，OOOPJ 

10，000円

主
同
e

u
J

仰

第1子・第2子
第 3子以降

未
..-
R足3 齢年象交す

当手

愛

り
が
と
う

2月.6月・ 10月

いつ頃手続きすればいいの?

2月.6月・ 10月期日寺払ヨミ
、司唱骨内'-

岡部宏城くん

(岩法寺・章)

大野亜沙菜ちゃん

(南須釜・博良)

4
月
日
日
の
献
血
者
は
、
次
の

m
M

名
で
し
た
。
あ
な
た
の
愛
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

(
献
血
揚
所
と
献
血
者
数
)

(
敬
称
略
)

圃
ト
ス
テ
ム
福
富
(
株
)

石
森
明
美
、
磯
目
勝
寿
、
井
上
隆

司
、
上
野
弘
、
生
方
美
和
、
岡

崎
将
悟
、
間
出
和
貴
、
岡
田
純
、

神
尾
孔
子
、
刈
谷
浩
二
、
熊
田
洋

子
、
車
問
好
降
、
小
林
和
弘
、
小

針
京
子
、
後
藤
真
司
、
斉
藤
誠
、

佐
久
間
ひ
ろ
み
、
佐
口
幸
夫
、
鈴

木
チ
イ
子
、
鈴
木
正
子
、
瀬
谷
武

寿
、
棚
辺
孝
寿
、
中
島
正
男
、
芳

賀
幸
枝
、
康
川
恵
美
、
松
崎
和
代
、

水
野
健

一
、
三
森
裕
香
、
森
る
み

6 

-新規に請求する方

対象となる万(平成6年4月2日から平成9年5月

31日までに笠まれた児童の養育者)には、後巳、申請

用紙等を送付致します。

・児叢手当を現在受けている方

「現況居Jを平成12年6月30日までに提出して下さ
い。義務教青就挙前のお吾さんもいる場合は「額改定請

求書Jも提出してください。

n57-4623 健康福祉課福祉係問い合わせ先

児童手当の支給を受けるには?

児童手当は、養育者からの申請がないと受給されませ

ん。役場健康福祉課(公務員の方は勤務先)へ申請書を

提出して下さい。

申請書のほかに[年重加入証明書Jr所得証明書jな
ど、 l必要に応じて添付書類を提出することがあります。

所得が一定額以上の方には、児童手当は支給されませ

ん。所得制限額については、役場健康福祉課へお問い合

わせ下さい。

子
、
矢
内
緑
、
野
内
稔
、
矢
内

義
幸
、
矢
吹
修
治
、
矢
吹
光
義
、

吉
田
昌
崇
、
吉
田
正
美
、
渡
辺
聖

子
、
斉
藤
信
子

重
ポ
リ
マ
テ
ッ
ク
(
株
)

相
田
さ
お
り
、
会
田
陸
、
秋
山

俊
、
大
越
和
江
、
大
竹
宮
子
、
大

和

田

誠

、

岡

部

浩
二
、
荻
田

宏
、
西
川
秀
子
、
桐
原
久
美
子
、

草
野
と
し
子
、
小
湊
正
勝
、
近
内

良
子
、
榊
枝
栄
子
、
相
楽
千
枝
子
、

相
楽
真
由
美
、
佐
久
間
純
子
、
鴫

原
雅
人
、
白
旗
美
江
、
鈴
木
明
子
、

鈴
木
則
子
、
鈴
木
正
純
、
須
田
清

美
、
関
根
幸
美
、
関
棟
豊
美
、
関

根
成
雄
、
羽
賀
初
子
、
関
根
裕
子
、

瀬
谷
ヒ
ロ
子
、
宗
回
文
治
、
武
田

里
美
、
樽
川
由
美
子
、
丹
内
明
、

角
田
百
合
子
、
長
久
保
晴
雄
、
二

瓶
は
る
よ
、
羽
賀
博
美
、
原
政

弘
、
古
川
道
子
、
曲
山
久
美
子
、

村
越
悦
子
、
諸
問
久
美
子
、
矢
吹

耕
治
、
湯
沢
恵
子
、
吉
田
明
、

吉
田
由
起
子
、
吉
村
ま
ゆ
み
、
渡

辺
和
宏
、

二
瓶

一
吉

画
玉
川
村
役
場

石
井
春
美
、
上
野
竜
弥
、
熊
田
弘

喜
、
車
田

ヨ
シ
子
、
小
針
善
栄
、

三
瓶
ア
キ
子
、
塩
沢
賢
一
、
塩
沢

美
代
子
、
塩
田
敬
、
鈴
木
孝
、

広
瀬
亜
紀
子
、
曲
山
博
貴
、
増
子

貞
美
、
増
子
広
行
、
溝
井
康
夫

7 
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平
成
吃
年
度
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

実
施
計
画
を
策
定

玉
川
村
花
い

っ
ぱ
い
運
動
協
議

会
で
は
、
平
成
ロ
年
度
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、

計
闘
を
実
施
す
る
た
め

5
月
四
日

(
金
)
に
団
体
代
表
者
会
議
(
ボ
ラ い

つ

運
動

ン
テ
ィ
ア
)
が
開
か
れ
た
。
今
年

の
計
画
は
、
幻
同
体
、
約
I
，
8

0

0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り

村
内
主
要
道
路
沿
線
に
マ
リ
l
ゴ

ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
の
苗
約
5

3
，0
0
0
本
が
植
栽
さ
れ
る
。

6
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

各
団
体
が
植
え
付
け
作
業
が
行
わ

れ
、
夏
に
は
色
と
り
ど
り
に
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

植
え
付
け
作
業

は
じ
ま
る

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
植
え
付
け

作
業
が
始
ま
り
、
村
内
の
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
で
は
、

6
月
中
旬
に
す

べ
て
の
作
業
を
完
了
い
た
し
ま
す
。

北
須
釜
老
人
ク
ラ
ブ
(
関
根
卯

一
会
長
)
で
は
、

6
月
1
日
に
会

員
沌
名
で
村
道

1
!
日
線
(
北
須

釜
地
区
)
の
植
栽
マ
ス

3
カ
所
に

植
え
付
け
作
業
が
行
わ
れ
た
。

花
い
っ
ぱ
い
作
業
に
使
用
さ
れ

た
、
た
い
肥
は
(
株
)
玉
川
畜
産
セ

ン
タ
ー
か
ら
は

t
の
寄
贈
で
あ
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴
木
元
気
君
(
須
釜
中
)

優
勝

平
成
ロ
年
度
中
体
連
石
川
+
支
部
陸
上
競
技
大
会
は
、

5
月
お
巴
(
火
)

に
、
鏡
石
町
鳥
男
山
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
元
気
君
(
須

釜
中
)
は
、
共
通

m
m
-
共
通
走
り
幅
跳
び
で
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
な

お
、
主
な
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

平成12年6月

ー

男

予

|

(
1
年
男
吾
川

m走
)

優
勝
斎
藤
久
矢
(
泉

(
3
年
男
吾
川

m走
)

2
位
吉
田
直
樹
(
泉

(
共
通
男
吾
川

m)

優
勝
鈴
木
元
気
(
須
釜
中
)

(
共
通
男
っ
す
走
り
幅
跳
び
)

優
勝
鈴
木
元
気
(
須
釜
中
)

2
位

大

竹

弘

晃

(

泉

中

)

(
共
通
砲
丸
投
げ
)

3
位

関

根

友

彦

(

泉

中

)

(
1
・

2
年

4
×

m
mリ
レ
l
)

2
位

須

釜

中

(
草
野
弘
樹
・
増
子
亨
・
島
田

秀
昭
・
鈴
木
元
気
)

3
位

泉

中

(
矢
吹
康
・
斎
藤
久
矢
・
上
野

刻
太
・
大
竹
紘
生
)

(
共
通
4
×

m
mリ
レ
|
)

仁ド中

広報たまかわ

2
位

泉

中

(
大
竹
弘
晃
・
鈴
木

和
樹
・
吉
田
直
樹
)

(
三
種
競
技
A
)

優
勝
鈴
木
潤
(
泉

(
三
種
競
技
B
)

3
位

上

野

裕

樹

(

泉

中

)

男
子
総
合
3
位

泉

中

ー

女

予

|

(
3年
女
ヱ

Jmm)

2
位
添
田
恵
梨
佳
(
泉
中
)

(
共
通
女
吾
川

m
ハ
ー
ド
ル
)

2
位
鈴
木
理
佐
(
泉
中
)

(
共
通

4
x
m
mリ
レ
|
)

2
位

泉

中

(
鈴
木
理
佐
・
角
田
瞳
・
車
田

直
子
・
添
田
恵
梨
佳
)

(
三
種
競
技
A
)

優

勝

，

角

田

瞳

(

泉

中

)

3
位
大
槻
里
美
(
須
釜
中
)

潤
・
曲
山

中

鈴木 潤君
(泉中3年)

斎藤久矢君
(泉中1年)

角田 瞳さん
(泉中3年)

腹
話
術
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

南
須
釜
字
柳
作
の
吉
村
忠
雄
さ

ん
は
、
腹
話
術
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

一
昨
年
の
春
か
ら
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
や
幼
稚
園
な
ど
で
お
年
寄

り
の
皆
さ
ん
や
園
児
に
腹
話
術
や

手
口
聞
を
披
露
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す。

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

玉
川
村
大
会

石
川
郡
大
会
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
2
チ
!
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

2
チ
i
ム
の
出
場
決
ま
る

平
成
ロ
年
度
県
民
ス
ポ
ー
ツ
玉

川
村
大
会
が
村
氏
グ
ラ
ン
ド
と
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。男
子
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子

が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
な
お
、

上
位
2
チ
i
ム
は
、

7
月
9
日
に

浅
川
町
を
会
場
に
行
わ
れ
る
郡
大

6月25日(

今
何
、
玉
川
村
で
新
た
に
投
票

で
き
る
方
は
、
昭
和
田
年
6
月
お

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
村
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。
(居

住
の
事
実
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
)
平
成
ロ
年
3
月
ロ
日
ま
で
に

転
入
届
け
出
を
し
て
、
本
村
に
居

住
の
事
実
の
あ
る
方
で
す
。
投
票

す
る
と
き
は
、
投
票
所
入
場
券
が

必
要
で
す
。

画
投
票
日
時

6
月
お
日
(
日
)

午
前
7
時
1
午
後
8
時
ま
で

軍
投
票
所
各
地
区
の
指
定
さ
れ

た
投
票
所
-E投票
に
必
要
な
も
の

入
場
券

今
回
、
須
釜
中
学
校
で
相
棒
の

人
形
「
信
ち
ゃ
ん
」
と
の
舞
台
に
、

生
徒
た
ち
は
大
い
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
初
ロ
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優

勝

竜

崎

準

優

勝

川

辺

3
位
小
高
・
中

第
お
回
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優

勝

小

高

準

優

勝

中

3
位

川

辺
-Eお問
い
合
せ
先
玉
川
村
選
挙

管
理
委
員
会

宮
町
1
4
6
2
1

不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す

投
票
日
当
日
に
用
務
な
ど
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た

め
に
「
不
在
者
投
票
」
制
度
が
あ
り

ま
す
。次
の
よ
う
な
理
由
で
当
日
、
投

票
所
に
い
け
な
い
方
は
、
入
場
券

を
持
参
し
て
不
在
者
投
票
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

-
勤
務
や
出
張
な
ど
の
仕
事
に
従

事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど
の
用
務

・
病
気
や
妊
娠
な
ど
で
歩
行
が
困

難
な
場
合
(
入
院
し
て
い
る
場
合

は
病
院
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

病
院
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
)

不
在
者
投
票
の
日
程

E
E
日

時

6
月
日
日
1

6
月
M

日
ま
で
午
前
8
時
お
分

1
午
後
8

時
ま
で
(
土
曜
・
日
曜
日
も
で
き

ま
す
)

置

場

所

民
室

玉
川
村
役
場
1
階
住

8 ポケモンジ工ツト機が7/13'-""18まで就航します。ご利用ください福富空港にジャンポ機(8-747)が飛んでくる。記念ツアーもできました7/13 9 
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四
辻
分
校
生
徒
の

田
植
え
学
習

須
釜
小
学
校
(
出
子
育
良
校
長
)

四
辻
分
校
の
田
植
え
学
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
大
和
田
宏
さ
ん
の

指
導
の
も
と
横
一
列
に
並
ん
で
塩
出

真
一
さ
ん
所
有
の
田
ん
ぼ
(
却
ア
ー

ル
)
に
こ
が
ね
も
ち
の
宙
を
植
え
ま

し
た
口こ
の
自
に
植
え
ら
れ
た
苗
は
、
秋

に
は
再
び
児
童
た
ち
の
手
で
収
穫
さ

れ
、
川
月
の
「
体
育
学
習
会
」
の
際
に

赤
飯
と
し
て
、
ま
た
ロ
月
の
お
年
寄

り
と
の
交
流
会
に
は
餅
を
つ
き
食
べ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

空港フェスティパルバザー
収益金を贈る

福患空港ビルは17日、玉川村社会詣祉協議会に現金

72，300円を寄付しました。寄付金は、5月3日に諸島空港で
行われた「うつくしま空港フェスティパルJのチャリティー
バザーの収益金です。ごの日は山崎和夫副社長と襲山博総

務課長が村役場を訪れ、車由村長仁寄付金を手渡しましたc

E
R
 

腿
隊、J

ω
‘‘， 
s
s
'
 

m

フ物=
キ
f
崎阿SAm 

S
A小
串
A
F

i
u
間
同

/
¥
詰
叫

つ
敬
う
表
うつくしま未来博のキャンペーンクルー隊長の野口徹郎

さんと隊員連接 嘆さん達はうつくしま未来博のキャンベ

ーンのため玉川村役場を訪れました。

野口さん、遠藤さんは対応lした宗形収入役、西川村議会

議長仁、佐藤知事からの親書在手渡し、うるし塗りで金文

守の記怠入場券とキピタンファミリ…の縫いぐるみをプレ

ゼントしました。

野口さん達{誌、「日本で初めて森の中で開催する博覧会

です。ぜひ足を運んでくださいjと未来博の素晴らしさを

PRしました。

第
臼
回
玉
川
山
野
草
展

か
れ
ん
な
花
が

、直曹、
J
凶
z
h
F

、EE

Sν
，
.
ト

u'hv

玉
川
山
野
草
展
が
村
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
山
野
草
会
の
会
員

が
丹
精
を
込
め
た
エ
ビ
ネ
や
サ

ク
ラ
ソ
ウ
な
ど
の
春
の
山
野
草

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

の
日
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

展
示
会
で
は
同
時
に
コ
ン
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が

入
賞
し
ま
し
た
。

エゼネの部 一般の部 競技花の部

村長賞 奥野四郎

会長賞 i器井博道 帯:Ji:1専道

金 賞 双旦トク 長倉弘子 苦藤 操

長倉弘子 鈴司王木回節常子代 佐司王[1常代
iN 

車問常代
藤ハルイ

双里トク 添田ナツ

円谷和子 大越 一
長倉弘子

車問登茂 石井 実

ま再 奥事田登茂
大越ーニ 溝井良仲
佐藤忠一

添ヨタドミ窃タケノ野四郎
五i~井スイ子 旧ナカ
回ナツ 吹マキ子

特別賞 j蒜井博道

努力賞 草野ナカヨ 大和田昭子

平成12年6月広報たまかわ

村
内
小
学
校

審
の
大
運
動
A92 

玉
川
第
一
E

小
学
校
、
須
釜
小
学
校
、
川
辺
小
学
校
で
は
、
春
の

大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
が
す
が
し
い
五
月
晴
れ
の
中
子
供
た
ち
の
元
気
あ
ふ
れ
る
競

技
や
ゲ
l
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も
個
人
競
技
や
団
体
競
技
な
ど
に
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
観
客
数
か
ら
は
、
子
供
た
ち
の
熱
心
な
競
技
に
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

川
辺
小
学
校
で
は
、
恒
例
に
よ
り
地
区
を
挙
げ
て
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
子
供
だ
け
で
な
く
大
人
も
競
技
に
加
わ
り
、
楽
し
い

日
を
過
ご
し
ま
し
た
口

10 

村
赤
十
字
奉
仕
団

結

成

叩

局

年

村
赤
十
字
奉
仕
団
(
大
和
田

町
子
会
長
)
の
結
成
日
周
年
記

念
式
典
は
、

5
月

m日
(
月
)
村

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
D

式
典
の
中
で
、
感
謝
状
の
贈

量
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

・
(
故
)
小
林
富
重
(
中
)

-
(
故
)
松
山
キ
サ
(
山
小
屋
)

・
埴
沢
ナ
カ
子
(
南
須
釜
)

-

有

賀

マ

サ

(

)

・

添

田

キ

ワ

(

)

・

鈴

木

カ

ツ

ヨ

(

)

中

11 



川辺小運動会より~

第2回
福島空港玉川健康マラソン大会

福島空港利活用の推進を鴎り、健康づくりと地域振興

を促進するため黒内外よりたくさんの人々を迎え「空と

緑下Y 呼吸するたまかわJのイメージアップに寄与す

るため下記のとおり実路します。

080 
-・公立

-・ 3真

日本脳炎予防接種

午後1時00分~
21自(水) 3'"'-'4力局兜健診・

午後1時30分~
28日(水) 日本脳炎予防接種・・・・・・

午後12時45分~
29日(木)歩ごう会・・

午前9時30分~
30日(金)山鳩会午前108寺00分~

瞳7月
7 El (金)

直司[lJ圃の健康とよみ
置6月
15日(木)

村
職
員
〈
大
卒
程
度
〉
募
集

平
成
日
年
度
の
川
村
職

(
大
学
卒
業
程
度
)
の
採
用
候
補
者

試
験
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
O

E
試
験
職
種
一
般
事
務

量
採
用
人
員
若
干
名

画
試
験
資
格

昭
和
回
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

日
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒

業
し
た
者
又
は
、
平
成
お
年
3
月

卒
業
見
込
み
の
者
、
た
だ
し
、
欠
格

事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

極
試
験
の
方
法

①
第
1
次
試
験

1
教
養
試
験

時
世
試
験
の
期
日

平
成
立
年
7
月
初
日
(
日
)

睡
試
験
の
場
所

福
島
サ
ン
パ
レ
ス

画
受
験
の
受
付

申
込
用
紙
は
、
役
場
で
交
付
し

て
ま
す
。
希
望
者
は
、

6
月
初
日

ま
で
に
・
申
し
込
み
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

②
第
2
次
試
験

1
面
接
試
験
第

1
次
試
験
合
格
者
に
通
知
す
る

画
お
問
い
合
わ
せ
先

玉
川
村
役
場
総
務
課
庶
務
係

宮
町
1
4
6
2
1

村民クランドナイター開放

産業廃棄物処理施設等

設置に関するお知らせ

福魯県県中地方振興需に対し、福富県産業

廃棄物処理指導要綱(平成2年福島告示第
338号)第12条第11頁の規定に塁づく産業廃

棄物処理施設設置等事業計画書の提出があっ

たので、同条第4頂により、お知らせします。
この件に関するお問い合わせは福島県県中

地万振興局にお願いします。

1 設置等予定者の氏名・名郡・住所

(奇)玉川|興産

代表取締役阿部農畜

玉川村大写岩j去寺写高野6-2
2 産業廃棄物路設の設置等予定地[R
玉川村大守岩法寺守高野6-2
{芭6筆
産業廃棄物処理施設等の種類

( 1 )がれき類の破砕施設
産業廃藁物処理施設等の処理能力

(けがれき類の破砕施設 320トン毎5

今回の計画は、設置予定場所において、コ

ンクリー卜くすなどを砲砕して再生砕石を製

造するために行うものであり、再生した砕石

{ま育館で販売する予定としています。

記

平成12年10月1日(日)
雨天決行

玉)11村公民館

岱57-4632

日

問い合わせ先

期

-保

/員

采

采

(采

機能訓練......... 

午前10時00分~
10日(毘)歩こう会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保

午前9時30分~
12日(水)日本脳炎予措接種

午後12時45分~
13巴(木) 日本脳炎予防接種・・・・・・・

午後18寺00分~
14自(金) 1才兜お誕生巴棺談会

午後1時30分~
保鑓センター 須:須釜公毘館

公立:公立岩瀬病院 萱:受付時間

3 

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。
〈御礼申し上げます。(村社会福祉協議会)

記
-岩法寺の石森正ーさん

・/11 辺の矢吹正美さん
・北須釜の 瀬谷雅後さん

・中の張本宗烈さん

・福島空港ピル(株)から10周年記念バザー託金として 4 72，300円

|お誕生おめでとうございます|
(5月置出分)

保護者名

危険!迷惑!
車の不正改造は絶対やめましょう 誰でもが、いつでも、どとでも手軽にスポーツ

に親しむ、健震づくりを巴揺すため皆さんと一緒

になって素晴らしい火曜日をつくりましょう。

1 期間 4月4日'"'-'11月28日(毎逓火曜日)

8月15己除く

関午後6時'"'-'9時まで

「クランドコンディション

中止j

玉川村村民又は村内企業に郵務する

方

使用を許司する種自 歩く・走る・サッカー

(トラック内-サッ力一スポ少使用)

グランドの使用申請は必要なし

不良時は

時

対象者

バ
H
H・4

4

ポ
ー

見リ

j委

竹ー

正

2 

4 

辺

ク

JII 
1，813戸(-1 ) 

7，609人(+1 ) 

3.757人(+1 ) 

3 

ク
ル
マ
の
不
正
な
改
造
は
危
険
が
い
つ

ま
い
。事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
ば
か

り
か
、
大
気
汚
染
や
騒
音
な
ど
、
周
囲
の

生
活
環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
の
で
す
。

自
分
勝
手
な
理
由
で
ル
ー
ル
を
破
っ
て
、

み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
許
き
れ

ま
せ
ん
。
ク
ル
マ
の
不
正
改
造
は
絶
対
や

め
ま
し
ょ
、
っ
。

画
不
正
改
造
車
排
除
運
動
重
点
実
施
期
間

6
月

1
円
1

6
月
初
日

運
輸
省
東
北
運
輸
局
福
島
陸
連
支
局

岱

0
2
4
(
5
4
6
)
0
3
4
4

福
島
県
不
正
改
造
車
排
除
運
動
推
進
協
議

ム一品

輝

JII 

-
E
秘
書
V
2

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
1

1

1

村
公
民
館

(5月届出分)

年齢

彦

門
川
凶

手
小
・

世帯主名

広良

正

;;fJ千
仁寸

i主

寸__，__
fま

i支

手o

95 

80 

出生児氏名

須藤愛香

矢部竜麻

志賀拓実

高林紀香

林愛

木泉水

大野義手LI

区州出
2
+
E
L
，
 

村のようす
(12年6月1日現在)

八
十
九
歳
身
に
党
唱
え
ね
ピ
坂
道
は
杖
を
頼
り
に
ゆ
く
か
も
知
れ
ず

蜘
妹
の
巣
に
羽
を
捕
ら
れ
て
も
が
き
い
る
媒
の
青
春
哀
れ
を
誘
う

f
T
高
き
火
防
替
励
の
声
一
つ
寒
衣
の
空
に
舞
い
上
が
つ
ゆ
く

識
な
く
ば
妻
ど
の
暮
ら
し
も
切
り
詰
め
マ
沢
庵
だ
け
の
広
一
錦
に
向
か
う

東
京
に
し
ば
し
暮
ら
せ
ば
雪
の
積
む
三
穂
田
の
里
が
帳
か
し
く
な
る

九
十
七
歳
天
寿
の
伯
母
の
薬
承
り
わ
れ
は
贈
り
ぬ
詩
吟
の
一
節

、
生
き
ざ
ま
は
仏
の
膝
に
生
ま
れ
来
て
未
だ
想
フ
体
せ
ぬ
も
の
に

生+
小
針
み
ね
子

会十
吉
田

政
官
那
木
き
み

)1) 
m 

)1) 
占奇

死亡者氏名

矢吹ハ

石森正八

瀬谷雅

1レ

す
同

大

'l 

rj::J 

南須釜

区

辺

ウ

心

地

3，852人(士0)

{
納
期
摂
は
6
月
初
日
(
毘
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
締
め
ま
し
ょ
う
}

今
月
の
納
税

村

県

民

税

由
民
年
金
保
険
料

第

1

期

6
用
保
験
料

王子
次

千

さ
る
な
し
俳
句
会
五
月
詠
草

は
つ
な
つ
の
割
箸
裂
き
し
音
の
み
か

恋
々
ど
代
掻
き
培
み
て
臼
の
光
る

由

愛
子

五
月
晴
畔
踏
む
夫
に
定
年
な
き

風
に
乗
り
夫
品
川
つ
ば
め
の
語
り
令
ふ

英
祐

真

散
る
花
の
ひ
と
か
ら
岩
の
水
た
ま
り

イニ

'1e-2 
7込

夢
う
つ
つ
母
ど
添
い
寝
の
端
午
の
日

美

枝

春
の
雪
旅
し
て
逮
き
父
の
国

主主
子

セツ子46 之北須釜
イニ

言己
華

~a 美賀

12 -河JIIクリーンアップ作戦、 7月2日(臼)実施。と協力お願いします-列車は急には止まれない-諮問を正しく漉りましょう-線路内立入れや線路以タキの線臨模断は行わないこと13 



私
の
ふ
る
さ
と

玉川村役場岱(0247)57 -3101編集/総務課印刷/惰)円谷印刷(毎月15日発行)発行/福島県石川郡玉川村大字小高宇中l畷9

シリーズ

今日の食卓⑮

今月のお題は

「手間いらずの簡単
ヘルシーメニューを作ってみようJ

i
鹿
児
島
県
日
置
郡
金
峰
町

i

林

工
ツ
吾
さ
ん
(
申
)

鹿
児
島
県
の
南
端
に
近

い
、
豊
か
な
自
然
に
閉
ま
れ

た
「
日
置
郡
金
峰
町
」
が
私

の
故
郷
で
す
。
美
し
く
そ
び

え
る
金
峰
山
か
ら
昇
る
朝
日
と
遠
く
水

平
線
の
彼
方
に
映
し
出
さ
れ
る
夕
映
え

は
言
葉
に
言
い
表
す
こ
と
の
出
来
な
い

程
美
し
く
魅
了
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

県
立
自
然
公
園
「
吹
上
浜
」
は
日
本

三
大
砂
丘
の

一
つ
で
、
こ
の
海
岸
は
海

亀
の
産
卵
も
見
ら
れ
や
が
て
新
た
な
生

命
が
、
巣
立
つ
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
金
峰
町
に
は
、
薩
摩
切
子
「
ガ

今月のメニューは、川辺の佐々木秋吾さんが、良く作るとい

う「ところでんサラダjを紹介します。

この料理のポイン卜は、手間がかからずエネルギーが少な

くミネラルが一杯で、これ力、らの季節にぴったりです。

ところてんさえあれば、あとは家にある食材を使って作れ

ます。

『ところてんサラダJ

一材料(4人分)ー

・ところでん(汁ごと使う) 大1パック

・ところでんのたれ 1個(ところでんに付いているもの)

・きゅうり 1本 ・わかめ(生) 100g 

・大根 1/5本 ・百酢しょうが 20g

・昧の素昧をみて

ラ
ス
工
芸
」
や
薩
摩
芋
等
多
く
の
特

産
品
が
あ
り
、
中
で
も
日
本
一
早
い

「
金
峰
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
こ
の
地
で

収
穫
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
町
の
自
慢

の
一
つ
で
、
田
を
大
切
に
し
閏
の
守

り
神
が
数
多
く
祭
ら
れ
台
風
の
直
撃

を
受
け
る
こ
の
地
に
は
、

「
高
橋
十

八
度
踊
り
」
別
名
ガ
ラ
ッ
パ
踊
り
と

も
い
い
、
水
難
を
免
れ
る
た
め
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
蹄
り
で
す
。

自
然
の
美
し
さ
、
優
し
さ
、
厳
し

さ
を
教
え
育
て
て
く
れ
た
私
の
生
涯

の
故
郷
で
す
。

今
回
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

是
非
私
の
故
郷
へ
お
出
掛
け
下
さ

、v一作り方一

(1)きゅうり-1 ~2mmの輪切りにして、塩少々でもんで、

水気を切る。

根-1~2mmの輪切りにして、千切りにして。塩

少々でもんで水気を切る。

わかめ-2cmくらいに切る。

目酢しょうが一千切り

(2)ポールに汁ごとところでんを移し(1 )を入れ、ところで

んのたれを加え、昧をみて昧の素を加え、昧を整える。

大

心に残忍 :端
我がふるさと

『いつの時代も昔と今は変わり行くj

埼玉県福岡市

高橋勝喜さん

(南須釜出身・大野義治さんの妹)

海
の
賑
わ
う
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
故
郷
の
思
い
出
と
言
え
ば

4
月

3
日
は
南
須
釜
の
薬
師
堂
の
お
祭
り

で
毎
年
踊
り
や
、
の
ど
自
慢
コ
ン
ク

ー
ル
が
あ
り
楽
し
み
に
見
た
も
の
で

す
。
そ
の
う
ち
母
や
近
所
の
人
達
が

昔
の
伝
統
を
絶
や
し
た
く
な
い
と
言

っ
て
、
昔
自
分
達
が
踊
っ
た
の
を
思

い
出
し
な
が
ら
復
活
さ
せ
た
い
と
言

っ
て
習
い
始
め
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す。
秋
は
、

9
月

m日
が
お
祭
り
で
、

お
み
こ
し
ゃ
平
鍬
錦
り
が
あ
り
、
祭

り
の
明
日
は
決
ま
っ
て
運
動
会
で
し

た
。
お
祭
り
で
蒸
か
し
た
お
赤
飯
や

梨
・
甘
柿
な
ど
重
箱
に
詰
め
て
家
族

ご
と
に
皆
で
和
に
な
っ
て
お
昼
を
食

べ
た
も
の
で
す
。
故
郷
は
、
山
も
田

畑
も
人
達
も
皆
懐
か
し
く
ぬ
く
も
り

を
感
じ
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
昔
と

今
は
変
わ
っ
た
も
の
だ
と
一
一
一
一
口
い
ま
す

が、

夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
空
港
等

が
で
き
離
れ
て
い
て
も
、
広
報
た
ま

か
わ
で
村
の
様
子
を
知
ら
せ
て
頂

き
、
毎
月
の
よ
う
に
色
々
な
行
事
が

あ
り
ま
す
ね
。

私
事
で
す
が
、
若
い
頃
に
は
自
分

が
閃
・

ω才
に
な
る
な
ど
、
想
像
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
社
に
勤
め
て

い
た
こ
ろ
は
、
国
内
の
良
い
所
や
国

外
も
ハ
ワ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
等
行
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
は
定
年
退
職
も
し
、
子
育
て
も

終
わ
り
習
い
事
等
を
し
た
り
し
て
、

第
3
の
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
い
つ
も
広

報
の
た
よ
り
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。玉
川
村
、
玉
川
会
の
皆
様
の
ご
健

康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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